日本機械学会［No.137-1］北陸信越支部 第50期総会・講演会
講演論文集 [2013.3.9福井市]
0000←指定されたプログラムの講演番号をご記入ください（青字は消して下さい）

日本機械学会北陸信越支部講演会原稿執筆要領(14point)
Authors’ Instruction for Preparing the Manuscript (12point)
正　金沢　工大（金工大）　　　　　　　○学　機械　太郎（機械大）（10 point）
Kodai KANAZAWA, Kanazawa Institute of Technology, 7-1 Ogigaoka, Nonoichi, Ishikawa（10 point）
Taro KIKAI, Kikai University, Shinanomachi 35, Shinjyuku-ku, Tokyo (10 point)

Key Words: XXXXX, XXXXX, XXXXX, XXXXX (9 point)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1.　はじめに
　日本機械学会北陸信越支部講演会講演論文集原稿の執筆要領を以下に述べます．講演論文集原稿執筆にあたっては，本執筆要領，および本会ホームページ掲載の「研究発表に関する規定(http://www.jsme.or.jp/conrule.htm)」を御参照ください．講演原稿は，PDFファイルの電子投稿でのみ受け付けます．講演原稿は，電子媒体（USBメモリ）に記録して講演論文集として準備します．
2.　原稿の著作権について
　日本機械学会北陸信越支部講演会において発表された講演論文集等の内容（以下，講演印刷物と言います）の著作権は，日本機械学会（以下，本会と言います）に帰属します．ただし，著作者自身が自身の講演印刷物の全文または一部を複製，翻訳，翻案などの形で利用する場合，これに対して本会では原則的に異議申し立てや，それを妨げることはしません．第三者から，講演印刷物の複製あるいは転載に関する許諾の要請があり，本会において必要と認めた場合には，著作者に代わって許諾することがあります．
　日本機械学会北陸信越支部講演会に原稿を投稿頂いた時点で，上記の著作権移譲に関する条項をご承諾頂いたものと見なします．
3.　講演論文集（印刷物）原稿の書き方
3・1　原稿のレイアウト
　本原稿見本は所定の書式に合致するように作られています．この書式をもとに講演論文集原稿を作成頂いて結構です．ご提出頂く講演論文集（印刷物）原稿は以下の書式に従って下さい．
・原則として日本機械学会所定の講演論文集原稿見本（http://www.jsme.or.jp/conrule.htm参照）に従って下さい．
・原稿は，A4判の白紙に，上下20mm，左右15mmのマージンを取り，本文は2段組み（段間10mm）とします．
・表題は12ポイント以上の文字を使用し，1ページ目の上中央に邦文・英文の順にお書き下さい．
・氏名・勤務先は10ポイントの文字を使用し，邦文氏名の右に所属を丸括弧で囲んで略記，左には会員資格を正・准・学のように書き添えて下さい．連名の場合には講演発表者の前に○印を付けて下さい．英文氏名には所属機関の名称と所在地を記載して下さい．投稿後の著者の追加および削除は，原則認められません．
・アブストラクトには3~5語程度のキーワードを英文で付記して下さい．
・本文は9ポイントの文字を使用し，片段26文字×60行程度となるよう，文字間隔・行間隔を調整して下さい．
・図表，写真は鮮明なものを原稿中に貼り込んで下さい．図表内の文字，図表のタイトルと説明は英文とします．
・本文中の引用文献は，引用箇所右肩に上つきで小括弧をした番号(1)を示し，末尾に一覧をまとめて下さい．
・表題の前に実行委員会から指定された講演番号を記入して下さい．








               Fig.1   Spacing 

3.2　原稿の長さ：
原稿は2ページを原則とします．
3.3　図表
PDF原稿のため，原稿のカラー写真や色つきの図表も可能です．
（図面の例）
[image: image1.png](€]

FEM mesh Neural Nelwork
1

Fig.3.1 FEM mesh vs. neural network




　この図面の例は日本機械学会ホームページの講演原稿の書き方(http://www.jsme.or.jp/conrule.htm)から，コピーしたものです．図の外枠は特に必要ありませんので，ご注意願います．上図例はあまり鮮明な図ではありませんが，実際に原稿を作成する際には，なるべく鮮明な図をお使い下さいますようお願い致します．
4.　原稿の提出方法
4・1　提出方法と提出物 
講演原稿は，電子投稿でのみ受け付けます．提出物は，(1)講演論文原稿のPDFファイル
(2)JSTデータベース用アブストラクト（フォーマットを日本機械学会ホームページからダウンロードしてご利用ください）
http://www.jsme.or.jp/kouchu.htm
(3)研究発表申込書（受付時の電子メール）を，下記提出先にPDFファイルにてご提出ください．
(注)PDFファイル名は，
(3)-1 講演論文原稿ファイル名
OS(GS)(2ケタ)(講演番号4桁)．PDF

としてください．
(例) OS010123.pdf
(3)-2 JSTデータベース用アブストラクトファイル名
JSTOS(GS)(2ケタ)(講演番号4桁)．PDF

としてください．
(例) JSTOS010123.pdf
《提出先・問合せ先》
［提出先］
日本機械学会北陸信越支部講演会 投稿原稿執筆要領：

http://www.jsme.or.jp/conference/hsconf13/doc/yoryo.html
［問合せ先］
福井大学大学院工学研究科機械工学専攻 

大津雅亮　
E-mail: hsconf13@jsme.or.jp
問い合わせは，E-mailにてお願いいたします．
４．２　原稿の締切
　原稿締切日は，2013年1月25日（金）です．原稿の遅れは，講演論文集作成の処理に重大な支障をきたしますので，締切は厳守して下さい．
５．発表に関するご注意
　講演時間（予定）は，15分（発表10分，質疑応答5分）を原則としますが，セッションによってはオーガナイザの意向により異なる場合もありますのでご注意下さい．講演会場には，液晶プロジェクターを用意致します．液晶プロジェクターと各自持参のパソコンとの接続は，講演者ご自身の責任でご確認下さい． 
参考文献(例)
(1)金沢，機論（B編），70-693 (2004), 1163.
(2)kanazawa, K. et al., Trans. ASME, 100 (1978), 450.
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